
  

 

  

 

 

資料配布の場所・日時 

１．筑波研究学園都市記者会（資料配付） 

２．国土交通記者会（資料配布） 

３．国土交通省建設専門紙記者会（資料配布） 

日時：令和８年８月６日１４時同時配付 
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世界中どこからでも建機を操縦できる時代へ 

～ 軌道衛星通信回線を用いて国外からのリアルタイム建機操縦に世界初成功 ～ 

 

 ハイテクインター株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 旦尾紀人）、株式会社ジツタ中国（本社

：広島県広島市、代表取締役社長 實田泰之）、国立研究開発法人土木研究所（所在地：茨城県つくば市、理

事長 藤田光一）は、通信装置として、施工現場および操縦卓の両端に低軌道衛星通信端末「Starlink Mini

（©）」を用い、茨城県つくば市にある油圧ショベルを約 8000 ㎞離れたオーストラリアシドニーからの超遠

隔操縦に世界で初めて成功しました。 

今回、ネットワークの帯域がダイナミックに変動するような環境でも最適な映像符号化制御を行う方式を

新たに研究開発し、それを低軌道衛星通信端末と組み合わせることで、建機に搭載した 4 台のハイビジョン

カメラ映像と 1 台の俯瞰映像を超遠隔地へ伝送し、そこからの操縦が可能であることを実証しました。これ

は世界的にも先進的な取り組みになります。 
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2026 年 8 月 6 日 

ハイテクインター株式会社 

株式会社ジツタ中国 

国立研究開発法人土木研究所 

 

世界中どこからでも建機を操縦できる時代へ 

施工現場、操作卓の両端に低軌道衛星通信回線を用い、8000 ㎞離れた場所からの建機操縦に世界で初めて成功 

 

ハイテクインター株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 旦尾紀人、以下ハイテクインター）、株式

会社ジツタ中国（本社：広島県広島市、代表取締役社長 實田泰之、以下 ジツタ中国）、国立研究開発法人土木

研究所（所在地：茨城県つくば市、理事長 藤田光一、以下 土木研究所）は、通信装置として施工現場および

操縦卓の両端に低軌道衛星通信端末（Starlink Mini）を用い、8000 ㎞離れた遠隔地からの建機操縦に世界で初め

て成功しました。 

 

１．背景・目的 

建設業界では、パンデミック以降、日本のみならず欧米含め世界各国で建設労働者の不足が課題になっていま

す*1,2,3。このため、作業員や熟練者不足へ対応するために建設現場の自動化・遠隔化による省人化が重要になり

ます。特に山間部や災害現場など、通信インフラの整備が困難な地域では、比較的手軽に設置が可能な Starlink*4

などの低軌道衛星通信回線の利用が期待されています。しかしながら、このような通信回線を用いて遠隔施工を

行う場合、通信回線の帯域の制約や安定性、映像コーデックの遅延が遠隔施工の効率に大きく影響します。これ

までこのような通信回線でハイビジョンクラスのカメラ映像を複数チャネル伝送するとパケットロスなどの影

響で映像品質が大きく劣化することが確認されています。 

このため、このような課題を解決するためにハイテクインターでは「BAERTⓇ」（Bandwidth Adaptive and Error 

Resilient video Transmission）技術*5 を開発し、伝送エラーがある環境でも低遅延でネットワークの帯域以内で

最大限高品質な映像を超低遅延で伝送することが可能になりました。2025 年 6 月にはこの技術を利用して建機

2 台に搭載した８台のカメラ映像と 2 台の俯瞰カメラ映像の合計 10 台のハイビジョンカメラ映像を 1 台の

Starlink Mini で伝送し 900 ㎞離れた場所から 2 台の建機の操縦に成功しました*5。 

今回、ネットワークの帯域がダイナミックに変動するような環境でも最適な映像符号化制御を行う方式を新た

に研究開発し、建機に搭載した 4 台のハイビジョンカメラ映像と 1 台の俯瞰映像を Starlink Mini で伝送し、約

8000 ㎞離れた操縦卓に設置された Starlink Mini で受け、建機の超遠隔操縦に世界ではじめて成功しました*6。

Starlink Mini は持ち運びも設置も容易なため、本技術により例えば日本から世界中どのような遠隔地にある施工

現場でも建機の遠隔施工ができるようになります。 

 

２．技術的な課題への取り組み 

 ハイテクインターでは、これまで超低遅延伝送が可能で「BAERT」技術により伝送エラーがある環境でもネッ

トワークの帯域以内で最大限高品質な映像を伝送することが可能な４K ビデオエンコーダ/デコーダ「LLC-4000」

*7 を製品化しました。また、ジツタ中国では、LLC-4000 をベースにしてフルハイビジョンカメラ 4 台を同時に

エンコードできる「LVRC-4000」*8を製品化しました。 

 今回さらにネットワーク帯域がダイナミックに変動する場合も最適な映像符号化制御を行う方式を開発し、こ

れまでの BAERT 技術と統合し BAERTⓇ 2.0 としてビデオエンコーダ LVRC-4000 に実装しました。 

 インターネット回線を用いて映像伝送により建機を遠隔制御する場合、超低遅延で圧縮伝送して操作に違和感

を与えないことに加えて、①帯域を超えないように映像の符号化レートを制御する、②パケットロスがあるよう



な回線でもエラー対策を行って映像品質を維持する機能が必須になり、これらは BAERT 技術として実現してい

ます。今回新たに開発した符号化制御方式は、ネットワークの帯域が上下に変動してもその兆候を検出して最適

な符号化レートで映像を圧縮伝送するものです。これにより、例えばネットワークが混雑し帯域が急低下した場

合でもその帯域に最適な符号化制御を行うことにより再生画像が停止したり、劣化したりすることなく伝送する

ことができます。逆にネットワークの帯域に余裕が出てきたときには帯域に合わせて画質を上げることができま

す。 

 

 

（a）従来の符号化制御     (b) 帯域変動への自動追従方式 

    図 1 ネットワークの帯域変動への対応 

３．実証実験の概要 

 実証実験はつくば建設 DX 実験フィールドにおいて建機 1 台に 4 台のハイビジョンカメラを搭載し、「LVRC-

4000」でこれらの映像を圧縮し、さらに現場を俯瞰するためのハイビジョンカメラ１台（高圧縮映像伝送カメラ

「HIC-SP200TX32A」＊9）を設置し、合計５台のカメラ映像を、Starlink Mini 1 台で伝送し、インターネットを

介して約 8000 ㎞離れたオーストラリア シドニー郊外の実験場に設置した Starlink Mini 1 台で受信し、映像と

建機の制御信号の伝送を行いました。シドニー郊外の実験場では建機に対して建機の映像と俯瞰カメラ映像を元

にオペレータが建機を国内での遠隔操縦と違和感なく操縦し、超遠隔地からも 1 台の Starlink Mini を用いて効

率的かつ低コストに建機を操縦できることが確認できました。 

 
図２ 実証実験構成 

 

 

 

 

 

 

 

（１）つくば建設 DX 実験フィールド（２）シドニーの遠隔操縦卓  図 4  LVRC-4000    図５ 日豪間距離 

図３ 実証実験の様子    

４．今後の展開 

今回、8000 ㎞離れた超遠隔地からでも、迅速に通信装置や映像伝送装置を設置して建機の遠隔施工ができる
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ことを実証しました。今後は国内外での施工現場での実証実験や、遠隔施工に必要な機器の設置調整や運用のさ

らなる効率化や高度化により、現場における DX 推進に貢献してまいります。 

 

なお、本実証実験は、国土交通省 SBIR（Small Business Innovation Research）建設技術研究開発助成制度の委託

を受けて実施したものです＊10。また、本実験の一部は，国立研究法人土木研究所，ハイテクインター株式会社，

株式会社ジツタ中国，および株式会社中電工との共同研究（「自律施工技術基盤 OPERA を利用した機械土工の

生産性向上に関する共同研究」）として実施しました。 

 

*1 国土交通省, 「i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～」 

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001738240.pdf 

*2 CIC Construction Group, “Half a Million Short: The Construction Workforce Crisis Reshaping Project Delivery”, 

    https://cicconstruction.com/blog/half-a-million-short-the-construction-workforce-crisis-reshaping-project-

delivery/ 

*3 European Construction Industry Federation, “Shortage of labour in the construction industry” 

https://www.fiec.eu/application/files/6216/9711/5277/2023-10-

12_Shortage_of_Labour_in_the_Construction_industry.pdf 

*4 Space X, “Starlink”, https://starlink.com/jp 

*5 ハイテクインター, 「Starlink Mini を用いて 900km 遠隔地から 10 台の HD カメラ映像を伝送し、建機 2 台

の同時操縦に成功」、https://hytec.co.jp/news/26251.html 

*6 ハイテクインター調べ 

*7 4K 低遅延/狭帯域対応 映像伝送装置 エンコーダ/デコーダ LLC-4000 

  https://hytec.co.jp/products/video/video1/llc-4000.html 

*8 2Kx4ch（4Kx1ch）低遅延映像伝送装置 LVRC-4000 

    https://jtch.co.jp/topics/y2025/20250806_LVRC-4000.pdf 

*9 光学 32 倍 スマートスピードドームカメラ「HIC-SP200TX32A」  

https://hytec.co.jp/products/video/video21/hic-sp200tx32a.html 

*10 ハイテクインター, 「国土交通省 SBIR 建設技術研究開発助成制度の技術開発課題【継続課題】として採

択されました」 

https://hytec.co.jp/news/29885.html 

 

本件に関するお問合せ先 

ハイテクインター株式会社  

ニュースリリースに関するお問い合わせ：https://hytec.co.jp/contact/newsroom.html 

 

 


